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背景
KOBELCO

当社は、インドネシアにおいて、同国に豊富に存在するものの、水分が多いため利用が進んでい
なかった低品質炭（褐炭＝Brown Coalなど）を改質・高品質化（Upgrade）し、主に電力用途で活
用することを目的とする大型実証プロジェクトを昨年より開始致しております。

現在、日本を含め各国で主に利用されている石炭は、高品質の瀝青炭ですが、このほかに、褐
炭に代表される低品質の石炭があります。褐炭等は、全世界では石炭の約半分（インドネシアで
は約85％）を占めるものの、水分を多く含み発熱量が少ないこと、また、特有の自然発火性があ
ることから、用途が限られてきました。一方で、インドネシア炭のように灰分や硫黄分の含有量が
少ないといった利用上有利な性質を有しているものも多くあります。

　当社は1980年より「褐炭の液化」の技術開発を、ナショナル・プロジェクトに参画する形で進め
てきました。このＵＢＣは、その間に培った石炭の脱水技術を応用し、「天ぷら」の原理で、褐炭に
含まれる水分を、加熱した軽質油を使って効率的に除去する画期的な技術です。本技術は1993
年より開発に着手し、2001年度からの4年間にわたるインドネシアでの小規模実証試験を経て、
今回大型実証プロジェクト実施に至ったものです。

本プロジェクトは、褐炭の発熱量を瀝青炭並みに高めつつ、自然発火性を抑制し、かつ、灰の少
ない（一般的に電力用途に使われている瀝青炭の3分の1程度）クリーンで優れたエネルギー源
として再生するプロジェクトで、早期の商業化が、日本及びインドネシアで大きく期待されているも
のです。



褐炭液化　豪州５０t/d パイロットプラント
KOBELCO

50t/d　パイロットプラント
1981～1993

モーウェル褐炭田
オーストラリア　ビクトリア州



褐炭液化とその派生技術
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UBC（低品位炭改質）技術

・100㌧の生褐炭を液化すると45㌔㍑の　
　合成油が生成

・低硫黄低窒素の高品質油で市場供給
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低品位炭改質（油中改質）の原理
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油が石炭の細かな隙間に入り、
アスファルト分だけが細孔に吸着される



低品位炭改質(UBC) プロセスフロー
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UBC技術開発の歴史とスケジュール
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豪州低品位炭 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ低品位炭
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典型的な瀝青炭と褐炭・UBCの比較例
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乾炭

6400kcal/kg
硫黄　0.5%db

4500kcal/kg
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①灰分/硫黄が少ないが水分多く熱量低い褐炭

②UBC技術で灰分・硫黄分が低く“熱量も高い”高品位石炭に

改質
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インドネシアの石炭埋蔵量

確定可採埋蔵量 =    69 億 ㌧
可採埋蔵量　　　 =  124 億 ㌧

　　　　計 　　　=  193 億 ㌧

資源量 　　　=   578 億㌧

　UBC大型実証プロジェクト（600t/d)

UBC大型実証プラント　

2006-2009　80億円/4年

KOBELCO

出典：インドネシア政府発表資料



　インドネシア国家エネルギー政策
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インドネシア政府の石炭生産計画

出展：第18回JAPAC国際交流会

　　　　ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ｴﾈﾙｷﾞｰ・鉱物資源省　鉱物・石炭企業開発局発表

UBCの生産が組み
込まれている

KOBELCO



インドネシア国内石炭需要の予測
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出展：第18回JAPAC国際交流会

　　　　ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ｴﾈﾙｷﾞｰ・鉱物資源省　鉱物・石炭企業開発局発表
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まとめ

　実証プラントは600トン／日(製品換算）規模で、最近建設に着手、来年からの実
証運転を経て、2010年度よりの商業化を目指しております。本プロジェクトは、当社
が会員となっているJCOAL事業として経済産業省からの支援を得て実施している
もので、総事業費は約80億円を見込んでおります。

実施に当たっては、現地（インドネシア）の資源投資会社『ブミ・リソーシズ社』及び、
その子会社である大手石炭会社『アルトミン社』とパートナー契約を結び、実証プラ
ントを南カリマンタンのアルトミン鉱区に建設し、実証運転フェーズでは当該鉱区で
産出される褐炭を改質したUBCの大規模サンプルを、日本を中心とする複数の電
力会社へ試供する予定です。

ご清聴ありがとうございました。
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